
まち懇（曽木地区）グループ意見のまとめ 

日時：平成 27年 3月 19日（木）午後 7時～午後 8時 30分 

会場：曽木公民館 2階 ホール 

人数：28名 

議題：『土岐市や地域のまちづくりの問題点や課題について』 

『市や地域の良いところ』（強み） 『市や地域の悪いところ』（弱み）

・安心（空き巣が少ない、安心なまち） 

・子育て（子育てにとても良いまち） 

・自然（自然豊か、緑が多い、空気がきれい、土

岐市一の高い山がある、お米がおいしい、四季を

感じる） 

・交通（土岐市全体としては交通の便が良い、駐

車に便利） 

・観光（バーデンパーク SOGI、曽木公園もみじラ

イトアップ） 

・産業（美濃焼という地場産業がある） 

・歴史（中馬街道、遺構が残る） 

・教育（小学校のオペレッタ） 

・地域（協力的、協調性、地域住民のつながりが

強い、挨拶ができる、町民のまとまり） 

・人情（あたたかい心、人情が厚い、優しい、隣

近所のコミュニケーションが良い） 

・住みやすさ（意外と名古屋に近い、関東関西に

日帰りできる、夏涼しい） 

・災害（大きな自然災害がない） 

・子育て（子育てのしにくさ、高校生の送迎、乳

幼児子育てサークルの乏しさ、学童保育の充実、

子どもの遊ぶ場所が少ない） 

・医療（病院が不便、総合病院の医師減少、病院

まで遠い、産婦人科がない） 

・雇用（若者が定住しない、働く場所が少ない、

子どもたちが住みたがらない） 

・交通（交通の便が悪い、車がないと生活できな

い、公共交通機関が少ない、冬季道路が凍結する、

高校生への通学が大変） 

・自然、農業（農地が荒れている、イノシシ被害

増、山が荒れている、河川の汚れ、農業の担い手

不足、休耕田が多い） 

・産業（地場産業の衰退） 

・生活（コンビニがない、店がない、大型店がな

い、不便、下水がない、日常生活が不便、濃南地

区だ 

・人口（高齢者が多い、子どもが少ない、若者が

少ない、限界集落手前、未婚者、嫁不足） 

けないものがある） 

・地域（心が閉じこもりやすい人が多い、人が少

ないのに役が多い、活気がない） 

・道路（良くしてほしい） 

・消防（中核拠点がない） 

・住居（古家はあっても新家を建てる場所がない）

・駅前が寂しい 

『まちづくりに対する提案』（●はシール投票の票数を表す）

・保育園の充実（０～５歳の延長保育） 

・学童保育の充実 

・診療所を曽木に作る 

・社会福祉の充実● 

・里親 

・営農若者の定住！ 



・曽木町としての農業法人の一体推進 

・イノシシの駆除など 

・農業の若い担い手の育成 

・農地の保持 

・田んぼの空き地を有効利用する● 

・共同農園●●●● 

・農作物の販売所を作る 

・人口増加へ企業誘致 

・雇用環境の充実（企業誘致）●●●●● 

・若い人、高齢者の働き場所の充実 

・バーデンパークの近くに道の駅を作る 

・日本一のライトアップ●● 

・曽木公園とその周辺を買収する● 

・東海の軽井沢としてアピール 

・買い物バスの運行 

・駅までのバスの便を増やす● 

・魚が棲めるように今以上に川をきれいにする（ホタルの飛ぶ川） 

・自然を活かしたグリーンパークを作る 

・植物の豊かさを認識する（貴重種の保護）シデコブシ、カザグルマなど 

・これ以上山を削らない 

・むやみな開発をしない、させない 

・町営のコンビニを作ったらどうか●●● 

・自然の豊かさを認識するための学習 

・教育の内容を充実して子供たちを集める（濃南小・濃南中）● 

・若い男女の要求を吸い上げる場を作る 

・町に活気が持てるように行事を続けていく 

・今ある行事を大切にする（祭り、運動会など） 

・役のあり方を考える●●●●●● 

・近くの人と声を掛けあう 

・町としてのビジョン作成 

・婚活の推進● 

・婚活！●●●●●● 

・住宅地を増やす● 

・若者が定住しやすい住環境の整備 

・作陶をする若者のため住宅を作る 

・住宅用地を作る 

・ともかく若者が住むための条件整備（住宅・仕事） 

・細野に住宅地を作る● 

・トライアングル地の住宅地にしては● 

・アパートを建てる● 

・高級マンションを建てる● 



・若者が元気になるために消防を中心に予算をつけ行事に取り組む 

・道路（南北線を充実させる） 

・背骨道路を作って、町に行くことが良くなるようにする 

・中心地へ 10分程度で行ける道路の整備 

・インターネット環境の充実（おりべネットワークや光ケーブル）●●● 

・まちごと移住 

・電柱を地下にする 

・光通信●●●●● 

・妻木町に直接通じる農免道路の建設（冬場でも安全）● 

【参加者の感想】 

・この地域の将来について全員が不安感があってか熱心な発言が多々あった。 

・各町内が自分たちの町の事をしっかり知り何が長所で何が短所かを考えて、その長所をしっかり伸ば

す方向へ行きたいと思います。町民が総合計画の事を知ってもらえたかなと思います。全体に多くの意

見が出て良かったです。 

・町の長所、短所についての考えは皆さんほぼ同様であった。良い所を伸ばす方法が見つかるとありが

たい。 

・説明が早くて良く分からない。考えている事がほとんど同じ。 

・参加者の意見交換が大切である。 

・同じ問題点を全員で話し合う機会が大変いいことだと思う。 

・市民アンケートと同じような結果となりました。取組としてすぐにできる事は少ないが、10 か年計

画に上げる項目もあった（光通信等）。 

・世代を超えた話し合いができるので、こういった機会があれば参加したい。今回で体験がこの場だけ

で終わらずに一つでも実現できると良い。若者がもう少し多く参加しないといけない。 

・参加者の意見の共有が出来た。もっともっと具体的に話が進展できると良い。参加者に助成の参加を

もっと増やし、そういう人の声をもっと聞きたかった。 

・こういう会を何回か行うことで、より曽木の状況を知り、意見も充実すると思います。また開催して

ほしい。 

・参加して皆さんの意見が聞けて良かった。誰もが同じような考えであり、少しでも曽木が良くなれば

と思う。 

・皆さんいきいきと参加されており、その取り組みは素晴らしい。 

・良い話が出来ました。 

・皆さん色々な意見が出る。 

・同じ思いが多く出たと思います。 

・いろいろな意見が飛び交ってよかった。若い世代の方の参加を多くすると良いと思った。 

・なかなか急には意見が出ませんでした。 

・少人数ではあるが、色々な考えが発表されて有意義な時だった。 

・皆さん思っていることは同じなんだなあーと思いました。話しやすい雰囲気で良かったです。 

・とても充実したグループワークが出来たと思います。曽木町にとってのまちづくり意見が出たと思い

ます。 

・こんな懇談会を、頻繁にやったらどうでしょう。色々とみんなの考え方が変わるかもしれません。 



・いきなり考えろ！と言われても思いつかなかったです。どんなことを考えるのか前もって知らせても

らうと、ある程度まとまったのではないかと・・・ 

・良かったと思う。 

・今まで気付かなかった色々な意見が伺え良かった。 

               以上 


